
大田区ＭＩＣＥ推進会議の目的（趣旨）・役割 
第１回推進会議 資料１ 

１ 目的（趣旨） 

区内の施設及び会場を使用するＭＩＣＥの誘致による区経済の活性化に向け、関係者（産学公民）一体に
よるＭＩＣＥ推進を図る。＊「大田区ＭＩＣＥ推進会議設置要綱」第１条（設置）より抜粋 

現状 

 関係者間の連携 
ＭＩＣＥ施策は広く（地域含めた）関
係者が一体又は個別に課題に取り
組まなければ前進しないが、意識・
連携の程度は未だ緩やかで、強化
できる余地は多い。 
 
 

課題 

 推進・連携体制の構築 
オール大田で庁内外の関係者が遍
く一体的に連携・協働する体制が構
築されておらず、将来を見据えたＭＩ
ＣＥ誘致への取組みが組織的に図ら
れる体制が形作られていない。 
 
 

取組の方向性 

 産学公民での推進体制の整備 
（民間企業、経済団体、大学、宿泊
施設等との連携） 
庁内外（産学公民）問わず、ＭＩＣＥ
誘致において重要となる関係者同
士が深く連携する体制を整え、区内
における一体的なＭＩＣＥ推進の基
盤を構築する。 

＊「大田区らしいＭＩＣＥの確立に向けて ～ 当面の取組の方向性等 ～」Ｐ5～6より抜粋（一部要約） 

２ 役割 

大田区らしいＭＩＣＥの確立に向けた取組（ターゲティング等）を検討し、推進（体制）の具体化を形作る。 

平成32年度以降 平成30年度 

＜ 大田区らしいＭＩＣＥの具体化① ＞ 

 ターゲティング（重点分野）の検討 

 展開する取組（施策）の検討 
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平成31年度 

＜ 大田区らしいＭＩＣＥの具体化② ＞ 

 ターゲティング（重点分野）の先鋭化 

 展開する取組（施策）に基づく事業内容 
の検討 

・ 支援体制の充実（例：ワンストップ窓口・コ 
  ンシェルジュの設置、支援ツールの作成） 

・ 専門性の確保（例：コーディネート人材の 

  登用） 

・ その他 

 先行しモデル的に実施する事業内容の 
効果検証 

・ 支援助成制度の効果検証 

 誘致活動の開始 

・ 推進会議体等による誘致 

 今後の推進体制の検討 

・ 区主体から民間等主体の体制への移行 

時限：２か年（大田区実施計画に沿う） 

推進体制（構築→維持→発展） 

① ＭＩＣＥ推進の方針・施策・具体的な取組等に関すること 

② 前号に掲げる事項の見直しに関すること 

③ その他ＭＩＣＥ推進に当たり必要な事項に関すること 

＊「大田区ＭＩＣＥ推進会議設置要綱」第２条（所管事項）より抜粋 

（仮称）新大田区観光振興プラン策定
委員会  
＊ 委員長：大下茂（帝京大学教授） 
＊ 事務局：観光課 


